Politics and Diplomacy in Modern China by 高屋, 定國
現代中国の政治と対外政策
高 屋 定 國
〔1〕 中国の政治
1.軍部の権威の低下
2.実 事求是
3.経 済主義,実利主義
4.民 族政策
〔2〕 中国の対外政策
1.対 ソ関係
2.対朝鮮関係
今回の訪中は,短期間で,又,社 会科学院や
北京大学での社会学者 との学術交流が目的であ
ったため,最 近の中国の政治や対外政策につい
て突込んだ議論 も出来なかったので詳しい報告
は出来 ませんが,滞在中に接した政府関係者や
古い友人との会話や街や村を往く人々の姿や態
度から,私なりに感じた点について述べてみた
いと思 う。
中国は御承知の通 り,近代化路線を進んで居
る。しかし,近代化と一般的に言われるときは,
封建時代,絶 対主義時代から資本主義の発達 と
共に,市民社会への脱皮を意味している。しか
し,今度の中国の近代化は,このことと違って,
1949年の中国革命によって成立した社会主i義政
権下に於ける近代化であ り,1957年の反右派闘
争か ら文化大革命に到 る路線からの変更であ
る。
中国は,革命後,専 と紅を以て新中国を建設
す ると言われて来た。 専とは 専門のことで あ
り,科学 ・技術であり,経済に結びつ くことで
あ り,紅とは革命精神であ り,政治に結びつ く
ことである。そうして,今 迄は,専 よりも紅が
優先する路線であって,一言で言えば政治主義
である。この路線の行 き着 く処は,文化大革命
であり,国の内外の条件を無視したこの精神主
義は,中国を破壊 した。
毛沢東の死後,四人組の追放,鄰小平の復活,
四つの近代化(農 業,工業,科 学 ・技術,軍 事
の近代化)と 中国は目まぐるしく変った。現在
は,こ の変化の進行中の出来事 として見て行 き
たいと思うのが,私 の 「現代中国観」である。
〔1〕中 国 の 政 治
「政治は経済の集中的表現である」 と,古 く
から言われて来た。又,同じく,「政治は,経済
に対 して作用する」とも言われて来た。
この政治 と経済の関係で,現 代中国の政治を
見るとき,毛沢東時代の政治主義の反動 として,
経済主義が現れているのではないかと思 う。若
しこの経済主義が中国社会を支配して居 るとす
るならば,どの様なことが現れているのかが,
今回の訪中に際して私の最 も知 りたいことであ
つた。
しかし,初期の目的は充分に果せなかったが,
1960年の最初の訪中以来,過 去に十数回の中国
を訪れて居 り,その比較に於いて感じた点を述
べてみたいと思 う。
1.軍 部の権威の低下
過去に於ては,毛沢東政治を遂行する中心
勢力は人民解放軍であると考えられて居 り,
軍人があらゆる処に進出し,すべての組織の
中心が軍人であった。私の経験では・.1972年
11月に,北京大学を訪れ,有 名な物理学者,
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周培源副学長先生を始め,多数の幹部の方々
と話し合った事がある。この場合,1人 の若
い軍服 を着た青年が中心になって,北 京大学
の組織,運 営について話 して居 り,居並ぶ先
生方は,そ の青年に遠慮 して余 り発言しなか
った。
しかし,今回の訪中では,社会科学院に於
て も,北京大学に於て も,軍人の姿は見 られ
なかった。又,以前には,大学の構内ではよ
く見 うけられた軍服姿が,今 回では無 くなっ
て居た。
これは,近代化に伴 う中国政治に於 ける軍
部の勢力の地位の低下を意味して居 ると受取
っても良いのでは無いか と思 う。
中国の軍隊は,革命史の特殊性により創立
以来,党の軍隊であ り,(党中央軍事委員会所
属)国 家の 軍隊では無かった。 最近に なっ
て,政府所属にな り,党も指導することにな
った。
又,新政権 は400万の軍隊を300万に,100万
の縮少 を発表 し,その方向に進みつつある。
その上,今 迄,或 る一定程度以上の幹部軍
人は終身制であったが,今回,他 の職員と同
じく,60歳停年制を領いた。
又,今迄,除 隊した幹部は,工場長や人民
公社々長等の指導幹部になれたが,現 在では
技術 ・能力が重視 されて,それが出来なくな
っている。
従って,軍 部内部には,今回の近代化路線
に批判的な勢力があ り,一部では,旧 い時代
=毛沢東時代への逆 コース的な動きを見せて
居る。
その為でしょうか,政府は,これ らの軍人
に対しては,退職時の月収と同額の年金 と旅
費(2ケ月の収入相当分)を終身保障している
とのことである。(古い友人か ら聞いた話)。
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他の職員 と比較して軍人に厚い待遇をしてい
ることは,現代の近代化路線を遂行するに当
っての新政権 と軍部勢力との関係から出来た
ことと考えることが出来る。
これは,現政権の指導者達が,フ ルシチョ
フの失敗から学んだことであると思 う。フル
シチョフは,ス ターリン批判後,経 済組織と
党組織の改革を行 い,軍縮を手掛けた処で,
官僚 と軍部の反対に逢い,1964年に失脚 した
ことが想い出される。
2.実 事 求 是
近代化以後,中 国では,実事求是をあらゆ
る処で言われて居る。これは,物事を事実に
則 して考 えることであ り,旧来の観念的な空
理空論を廃することである。
1974年7月,再び北京大学を訪れた。当時,
中国は,批林批孔運動の真最中であった。2
年前と同じ部屋で,大学の幹部 と学生達に会
った(周培源先生は欠席)。この時は,幹部の
先生方は殆ど発言 されず,学 生諸君が中心に
なって話して居た。内容は,こ ちら側の質問
である北京大学の様子については答 えず,唯
儒教は悪い思想であ り,林彪はこの悪い思想
を信 じたので悪人になったと言 うばか りであ
った。私は,こんなことを半日以上にわたっ
て聞かされ,批 林批孔に関する論文を掲載し
た北京大学の学術雑誌を持たされて宿舎に帰
った経験を持 って居 る。 しかし,それで も飽
きないのか,夜 も続けようとのことであった
が,当方は希望者だけにして,私は欠席 した。
その他,今 迄の十数回にわたる訪中の度に
会った人達の発言の中に 「実事求是」に反す
る観念的で,精神主義的で,政 治主義であっ
たことを強 く感じて居た。
しかし,今回の訪中に際し,社会科学院,
北京大学や御世話になった中日友好協会,対
外友好協会の幹部の人達 と会 って話している
処から受ける感じでは,以前 と異 り,非常に
落着いて,事実に基づいて論理的に考 えてい
る様に感 じた。
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これ も,近代化の中で,中国の国民の全体
が,以前 と比較して合理的になったのではな
いかと思 う。
3.経 済主義,実 利主義
文化大革命の中で批判者から,鄰小平が言
ったとして,
厂白猫で も黒猫で も,鼠を取る猫がよい猫
である」と言 う言葉がある。
この考 え方は,近 代化の 中で も生きて い
る。四つの近代化=農 業,工業,科学 ・技術,
軍事のどれを取 っても経済 と結び付 くものば
かりであって,こ れを遂行す る主体について
は,何 も言 っていない。
永い問の半植民地,半 封建社会の中国が,
1949年の革命後,多 くの問題を抱えた新政権
の指導部が,左右に大 きく揺れ動いたことは,
それな りの理 由のあったことである。
igsi年の中国共産党第十一期中央委員会第
六回総会で 「建国いらいの党の若干の歴史的
問題についての決議」で,こ のことについて
「若干の」反省をしている。しかし,根本的な
問題は,革 命前 と革命後における政治勢力の
任務の相異を明確にすることである。即ち,
革命前 は,政権奪取であ り,革命後は,国家
建設である。 この二者は,根本的に異って居
り,課題の変化により,組織形態から思想,
政策等あらゆる面において異ならなければな
らない。しかし,この点の椙異に気が付かな
かった処に,毛沢東の誤 りが在 り,右の決議
の様な失敗が起ったと思 う。しかし,こ の点
については,中国の党や政府は何 も言って居
ない。 この事 を不問にして,客体ばか りの近
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代化を進めると,経済主義になる。
政治路線は常に客体と主体の問題を同時に
含んで居 るものである。しかし,主体の近代
化の問題になると思想や組織の問題にな り,
東欧諸国で起 っている様な改革派と同様にな
り,失敗すれば,同 じ様な混乱を招 く危険を
孕んで居 り,政権担当者 としては,慎重にな
らざるを得 ないことと思 う。しかし,一方だ
けを進めて,片方を無視して進めると必ず,
どこかに矛盾が出て来る。
今回の訪中で,こ の矛盾について少 し気の
付いたことを述べよう。
農業 と工業の発展のため,農産物の政府買
上げ価格の引上げや不充分ではあるが自由市
場の開設や,工場における報償金制度 を設 け
た結果,農 民や労働者の様に経済単位で働 く
人達の所得は上 ったが,公務員,教 員等の非
経済単位で働 く人達の所得は据置かれて居
り,その格差が大きくな り,これ ら知識層に
不満がある。
又,或 る職種の収入が特別に高いこと等 も
問題である。例えば,現在,中 国の勤労者の
平均所得は,月,100元程度であるが,タ クシ
ーの運転手は,400～600元もの収入がある。
この様な,非常識な所得格差は,勤 労意欲を
減退さすばか りでなく,社会不安の原因に も
なる。
西安郊外の遺跡を見学 した時,観 光客(主
として外国人)相手の店の商品の質,価 格,
店員の態度は顰蹙を買うものがあった。
又,外 国人用の売店である友誼商店の価格
の急上昇は驚 くばか りである。
過渡期は,不均等に発展することは理解し
て居るつ もりでも,余 りにも,大きな不均衡
と格差を見せつけられると少し心配するのも
無理か らぬことである。
近代化の初期には,市場経済 と自主管理の
ユーゴスラヴィア路線を学んで居た中国が,
現在では,ハ ンガ リア ・コースを学んで居る
様である。しかし,ハ ンガリアの様な徹底し
た市場経済を導入しているわけでもない。こ
のコースを取れば,党 を中心とする政治勢力
の地位の 低下を もたらす ことは 明らかであ
る。中国は,そ れを避けるために,国家 と党
による経済への介入 と計画経済体制を維持し
ている。しかし,資本主義を経過していない
処では,経済を計画する技術や能力が創 られ
ないことも,これ又,明 らかなことである。
このことは,現存社会主義国に於ける計画経
済の失敗 として現れている。
中国は,近 代化以来,一 面では,農業 や小
企業では,個入請負制や個人経営 を認めてい
るが,中心は,計画経済である。その為,中
国は,当分の間,経済の運営は市場経済と計
画経済の間を揺れ動いてゆくのではないかと
思 う。その揺れ方によって,政治 も左右に揺
れ,個 人としても国民 としても,方向性を失
い,益 々,目先の経済主義に走る結果となっ
て行 く様に思 う。
4.民 族 政 策
上海の社会科学院で宗教と政治の話し合い
の中で,
「宗教の信者は,共産党に入党出来 るか」
との当方の質問に対し,
「漢族は,宗教の信者は共産党に入党出来
ないが,少数民族は入党出来 る」 との返事で
あった。
この返答は,現 代中国の宗教 と政治につい
て考 えるよいヒン トであるが,こ の事につい
ては,他の報告 に譲るが,こ こでは,中国の
民族政策について考 えてみたいと思 う。
この様な政策 をとっている理由として,少
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数民族では,宗教の信者が多く,その人達の
入党を認めないことには,国 の 政策の 遂行
上,不 都合であるとのことであった。
このことは,考 え方によれば,革命後の国
々では,共産党に入党出来 ることは,出 世コ
ースを歩むことであるから,少数民族に対し
て入党の条件を緩めていることは,少数民族
に対する融和政策の様に も考えられる。
しかし,それは,考 え方を変えて見ると,
少数民族は,常 に漢族によって保護され る一
段低い民族 として待遇 されていることと も考
えることが出来る。中国は,多数の民族を抱
えた多民族国家であるが,漢族が大多数であ
る。
ここで考えるべきことは,近代社会に於て
は,国家を形成する権利は,民族にあるとす
る民族 自決権である。世界では,第一次世界
大戦後,こ のことが大きな問題となり,多 く
の民族が独立国家を形成し,第二決世界大戦
後 も益々その方向にある。
こう考 えると,共通の言語や領土を持たな
く,自治能力を持っていない民族は他民族の
保護を必要 とするが,そ うでない民族は,独
立国家を形成する権i利を基本的に認められる
べきであるとする民族 自決主義は,現代中国
ではどうなっているのかと疑問に感じる。少
くとも,大 きな領土を持ったチベ ット族,ウ
イグル族 と蒙古族は独 自の共和国を形成し,
漢族 と共に連邦を構成するのが,社 会主義国
中国の在 り方ではないかと思 う。現在の中国
の様に,多民族国家でありながら,連邦制を
採用せず,単 一の共和国であることは,大漢
族主義であると思 う。 このことは,中国は新
中国=社 会主義国家になって も中華思想 が無
くなっていないとよく言われていることを裏
書 きしている様に思われる。
〔2〕中国の対外政策
今回の訪中は,前述の様な目的の為,今 迄の
訪中の場合 と異って,外交責任者 と会 う機会が
無かったので,最 近の 中国の対外 政策につい
て,特 に報告すべき事は無いが,政府関係者 と
の雑談の中から気の付いた点について 報告 す
る。
1.対 ソ 関 係
先づ第一 は中国の対 ソ関係である。ここ最
近,中 国の対 ソ関係に変化が現れていると外
電は報 じている。北京で,或 る政府関係の古
い友人に率直に,対 ソ関係について聞いたと
ころ,
「ソ連との関係においては,中国は基本的
に三つの障害が取 り除かれなければ,全面的
な和解は出来ない。しかし,ソ連は,今の処,
その障害を取 り除く動きを見せて いないの
で,対 ソ関係には変化は無い」とのことであ
った。
三つの障害 とは,
1.ソ 連軍のアフガニスタンか らの撤退
2.ソ 連のベ トナム支援の中止
3.中 ソ国境地帯からのソ連軍の撤退
である。この三つのうち,どれを取って も,
ソ連は近い将来に,実行出来ない事である。
第一は,最近の外電は,ソ連軍のアフガニ
スタンか らの撤退の可能性 を報 じているが,
本来,ア フガニスタンへのソ連軍の侵入 は,
東欧のハンガリーやチェッコスロバキアへの
侵入 と同様に,ア フガニスタンにおける社会
主義政権が,国 内と党内の事情によって,非
ソ連派によって占められた事によって起った
事件である以上,ソ 連軍の撤退は,その後 に
アフガニスタンには,非 ソ連又は反ソ連政権
が生れ ることは明らかであ り,それは,不可
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能なことである。
第二は,ソ連は,ベ トナムを支援 して,カ
ンボヂア,ラ オスを含めて,イ ンドシナ地域
をソ連派支持の地帯として確保し,カ ムラン
湾をはじめ,この地域に,海軍と空軍の基地
を確保し,東南アジアを始め,太平洋か ら印
度洋にわたる出入口を占めている。ソ連とし
ては,この軍事的優位の条件を失ってまで,
中国側の要求であるベ トナム支援を中止する
ことは考えられない。
第三の中ソ国境地帯からのソ連軍の撤退に
ついては,或 る程度,可 能なことと考えられ
る。しかし,こ の中ソ国境地帯の中に,モ ン
ゴリアが含まれている以上,不可能であると
思われ る。モンゴリアは,古 くは,中国の領
土であったが,1930年代の末期に,中国が対
日戦争や国内戦で国力が弱っているときに,
ソ連の強力な支援によって独立した社会主義
国である。しか も,隣…接した中国の国内に,
同じ蒙古族の自治州が在 り,中ソ対立の時期
には,激 しい 政治 闘争の場になった処であ
る。若し,この地域からのソ連軍の撤退後は,
中国側の蒙古族 と共同して,独 自な外交政策
に向う可能性が考えられ,こ れ又,ソ 連 とし
ては不可能なことである。
この様に考えると,古い友人が北京で言っ
た様 に,中国の対ソ政策は基本的には変化は
無いと思われる。しかし,若干の徴調整をし
て,ソ連に接近するのでは無いかと思われる。
それは,
1.ソ連側の理由
1985年3月の ゴルバチョフ政権の 成立 以
来,ソ 連は,対外政策 として 「デタン ト」を
採用している。
2.中 国側の理 由
a.経済的な理由として,日本を始め,対
西側貿易が赤字で,近代化に必要な設備
投資が計画通 りに進まないので,ソ連側
からの導入が考えられ る。
b.現代中国の近代化が,左右に揺れなが
ら,最近,ソ 連方式に近づいている。
この様に,ソ連 と中国の相方か ら,両国が接
近する理由があ り,実際上,政 府 レベルで高
官の交流が行われている。しかし,イデオロ
ギーを中心 とする党 レベルでは時期尚早と思
われる。この様に,中 国の対ソ関係は,前述
の様な障害を持ちながら,それ らは,一時棚
上げにしてで も,貿易を中心 とする政府レベ
ルでの交流が発展す るものと思われる。
3.対 朝鮮関係
ここ2年来,南 北朝鮮の交流が急速に進ん
で居 り,和解 のムー ドが出て来 た。この裏に
は,中国とアメリカによる強い働 きかけがあ
ったことと思われる。しかし,自主 ・独立の
精神の強い朝鮮民主主義人民共和国(北朝鮮)
は,中 ソ対立以来,両 者とは適当に距離を置
きながら,しかし,或 る時には一方 に近づい
て他方を牽制している様 に見 える。最近では
朝鮮問題では,中国がアメリカ寄 りとみて,
北朝鮮は,中国よりも,ソ連寄 りと見 られる。
他方,中 国は,亡 命艦船や航空機返還の直接
交渉やスポーツを始め,国際会議で韓国側に
接近していることが認められる。
北京で,或 る古い友人 と話している時,た
またま朝鮮問題になったとき,彼は何 も言わ
なかったが,一言,
「北朝鮮から帰 って来た日本の友人から聞い
たところによると,北朝鮮 も余 り,うまく行
っていない様ですね」 と言ったことが忘れ ら
れない。彼等は,公式には論評 しないが,こ
の一言から,中朝関係には多 くの問題が在 り
両者の間には,イ デオロギー,国 内建設 ばか
りでなく,対外政策に於ても,路線上に大 き
な相異を感 じた。
その後,1985年の7月 中旬か ら約1ケ 月間
私は北朝鮮に滞在して,北朝鮮側から,こ の
時感 じたことを裏付けられた様に思 った。殊
に,8月15日の記念 日の前後は,全 くソ連一
辺倒で,中 国の 影は何処に も見 られなかっ
た。このことは,朝鮮問題が東北アジアの最
大の課題である今日,中国の対朝鮮政策 の動
きを今後 も注目して行 きたいと思 う。
以上,短 い訪申の間に見聞きしたことか ら,
現代中国の政治 と対外政策の一片について報告
させて頂いた次第である。
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